
会　議　録 令和８年３月２日作成 令和11年３月末日廃棄

会議名 　京都府下鴨警察署協議会（令和７年度第４回）　

開催日 　令和８年２月24日（火曜日）

時　間 　午後３時から午後４時40分までの間（ 100分）

場　所 　左京区役所　３階中１会議室

 　鞍谷会長、三浦副会長、近藤副会長、岩渕委員、竹中委員、松延委員、彦惣委員、

 　平塩委員、木山委員、森谷委員、井辻委員、今冨委員 

出席者 　（欠席　村田委員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計12人

　署長、副署長、会計課長、警務課長、生活安全課長、地域課長、刑事課長 

　交通課長、警備課長、広聴相談係　　　　 　　　　　　　           計10人

諮  問 　
令和７年中の取組状況について

事  項

 １　会長挨拶                                          　　　司会　副署長 

 ２　署長挨拶 

 ３　協議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　司会　会長 

  （1）諮問事項説明 

 【委員】留置管理の問題について、現状では下鴨署と川端署の２警察署にまたがっ

 　　　て運用されているところ、左京警察署に再編されることに伴い、留置施設の

 　　　問題はどうなるのか。留置施設も一箇所に統合されるとなると、キャパオー

 　　　バーになるのではないか。 

会　議 【警察】現状では、下鴨署も川端署も留置施設は閉場しており、いずれも他署への

内　容 　　　委託留置を行っている。３月16日に左京署が開署されてからは、新たに女性

 　　　専用施設となり、男性に関しては、今後も他署に委託留置する予定である。

 　　　　留置施設は、各警察署または本部施設もあるので、そのような状況にはな

 　　　らない。 

 【委員】特殊詐欺の被害に関し、昨年と対比すると、ＳＮＳを利用した被害が大幅

 　　　に増加しているとの報告であった。その原因はどこにあるのか。 

 【警察】個別の案件に関しては詳細にお答えできないが、昨年中、警察官をかたり、

 　　　その次に検察官も登場させるような手口、または株取引による投資詐欺の手

 　　　口が増加し、被害額も大きなものとなった。 

 　　　　このような手口は、持っている全財産を狙って高額な金銭を動かすため、



 　　　相手を安心させたり、不安に陥れるためにＳＮＳ等を利用しているもので、

 　　　非常に手口が巧妙化している。 

 【委員】実際に私の自宅にかかってきた電話では、大阪ガスや佐川急便を名乗る者

 　　　もいた。その後、カスタマーセンターにつながり、「違法な物品と思われる荷

 　　　物の差出人があなたの名前になっている。身に覚えがないのであれば被害届

 　　　を出してほしい。今から警察につなぐ。」といった内容であった。 

 　　　　電話を切って何事もなかったが、このような電話はいろいろな所にかけら

 　　　れているのではないか。 

 【警察】御指摘のとおりであり、今や被害者は高齢者に限らず若年層までに及んで

 　　　いる。刑事課長の報告のとおり、昨年、当署では「受け子」を担当していた

 　　　マレーシア人を逮捕した。本年に入ってからも台湾人の「受け子」を現行犯

 　　　逮捕しているが、おそらくは現金を受け取ったのち、そのまま空港へ行って

 　　　海外逃亡を図っていたと思われ、犯行グループ内の役割分担が細分化されて

 　　　いることがうかがわれる。特殊詐欺に関しては今後も力を入れて被害防止と

 　　　犯人逮捕に取り組んでいく。 

 【委員】犯罪被害者支援は、非常に重要な任務だと思っている。現場の方々にとっ

 　　　ては、機微で配慮が必要な難しい業務と向き合っている訳であり、常に苦労

 　　　が絶えないものと想像しているが、具体的にどのような活動をしているのか。 

 【警察】犯罪被害者支援には色々なメニューがあり、被害者に対して誠実な対応で

会　議 　　　支援内容を教示している。内容としては、犯罪被害者支援センターとの連携

内　容 　　　で、被害者への付き添い、聴取の立ち会いなどを行うほか、警察としては、

 　　　押し掛けに対する対策や被害者に対するケアを行っている。さらに支援金の

 　　　交付や避難先の転居等、求められる教示を適切に行っている。 

 【委員】警察署には犯罪被害者支援に関する専門チームのようなものがあるのか。 

 【警察】警察署では、犯罪被害者支援要員を指定しており、警務課が窓口となって

 　　　業務の管理を行い、指定要員が適切に対応できるように指導を行っている。 

 　　　　なお、本部には専門チームがある。 

 【委員】引き続き、左京警察署協議会委員になる者として、今後も警察の活動に理

 　　　解、協力をしていくとともに、各機関と情報共有を図り、左京区の安全・安

 　　　心に向けて尽力していきたい。 

  （2）その他 

 　　ア　左京警察署開署に伴う広報活動について～署長 

 　　　　令和８年２月21日、洛北阪急スクエアで、書道デザイナーで女優の林真帆

 　　　氏を一日警察署長に迎え、左京警察署開署に向けたイベントを開催した。 

 　　　　イベントでは、林氏による書道パフォーマンスを行い、大きな文字で「道」

 　　　という字をしたためていただいた。これは、「左京警察署への道、市民の安全

 　　　安心への道」という意味が込められたものであり、左京警察署を広くアピー

 　　　ルすることができた。 

 　　イ　全委員に対して下鴨警察署協議会解嘱通知書を交付 

 　　ウ　左京警察署協議会を務める委員に対して委嘱状を交付 



 　　エ　下鴨警察署協議会を御退任される委員に対して下鴨警察署長からの感謝状

　　　を贈呈 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第４回京都府下鴨警察署協議会の開催状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


